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　昨年 5月の情報処理学会の総会で承認いただき，情報
処理学会の理事となった．総務担当理事および電子化担
当兼務である．これまで，「これからの情報処理学会」の
中で，各役員の方が，いろいろな観点で話を展開してい
るので，電子化担当理事の立場で，情報処理学会の電子
化の状況を述べる．そして最後に，ある日ふと考えた情
報処理学会の理想の状況（夢）について述べることとする．

学会の電子化状況

　過去からどういう経緯でこうなったかはさておき，学
会の電子化の現在の状況を見てみよう（大変なご苦労に
よりシステムが構築されてきているようだ）．学会のシ
ステム全体構成を図 -1に示す．
　中核は，会員管理を行うデータベースシステムである
学会マネジメントシステムになる．皆様がアクセスして
いるWebページなどを提供しているのがWebシステ
ムである．各種イベントの案内，イベントの参加／発表
申込，コンピュータ博物館，メールサービスなどがある．
昨年から実施している役員選挙の電子投票システムもこ
こに構築されている．
　論文の査読を支援する論文査読管理システム（PRMS：
Paper Review Management System）は，今年 3月から
サービスを開始しており，すでに論文投稿，査読などで
利用された方もいることだろう．研究会，シンポジウム
などの論文を pdfで受付可能とするシステムは，開発中
である．
　電子図書館システムや，全国大会発表受付システムは，
外部業者に委託している．会計処理は，市販のパッケー
ジソフトである．
　現在，会員認証／プロファイルシステムの開発を実施
している．これにより，会員によるプロファイル（個人
の住所，電話番号などの情報）の変更がオンラインで可
能となる．プロファイル変更画面のイメージを図 -2に
示す．
　プロファイル変更のために，会員には IDが割り振ら
れ，パスワードを登録してもらう．将来的には，この
IDとパスワードで会員認証を行い，統一的に各種サー
ビスが受けられるようにする布石でもある．

情報システム開発の縮図

　この会員認証／プロファイルシステムの開発では，情
報システムの発注側の一員という貴重な体験をすること
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ができた．普段は，どちらかというとシステムを作る側
のため，やはりユーザの立場にたてばこう思うであろう
という点が少なからずあった．たとえば，見積もりが高
い，こんな簡単なことがなぜ難しいのか？などなど．
　こうした情報システムは，保守や維持管理にコストが
かかるために，なるべくならばアウトソーシングを基本
としたいところだ．しかしながら，いわゆるかゆいとこ
ろに手がとどくカスタマイズが難しいために，自前のシ
ステムが欲しくなるという状況になっている．
　自前のシステムは，こちらの要望に従って改修ができ
るところが最大の利点であるが，どうしても，最初に開
発を依頼したところに，改修を頼むことになる．最初の
ものがうまく作られており，ドキュメントなどもきちん
としていれば，改修は違う業者でもよいかもしれない
が，なかなかそうもいかない．また，現在の業務を忠実
に電子化しようとするあまり，オーバースペックに陥り
開発コストがかさむことにもなりかねない．業務の単純
化，効率化をした上で電子化すればそれほどコストはか
からないはずなのだが．日本の ITの現場の縮図かもし
れない．

SaaS はいかが

　最近 SaaS（Software as a Service）が，注目を集めてい
る．Wikipediaでの SaaSの定義は次のようなものである．
　Software as a Service（SaaS）とはソフトウェアをサー
ビスとして提供するソフトウェア販売の新しいかたちで
ある．具体的には，従来の「ライセンシング」というかた
ちでパッケージソフトを販売し収入を得るのではなく，
ソフトウェア機能をインターネットを通じて「サービス」
として提供し，月額使用料というようなかたちで収入を
得る事業モデルである．
　素人的には，学会事務はどの学会でもほとんど同じで
あろうと思う．学会事務をサポートする SaaSがあれば，
いくつかの学会でうまく利用したいところである．
　いくつかの学会が利用できる，学会サポートサービ
スの SaaSを格安で提供できるところはないのだろうか．
あるいは大学発ベンチャー的に，サービス提供しながら，
新しい試みを実験できる場を学会として提供できるよう
な，うまい仕組みはできないものだろうか？　そこか
らGoogleのような企業が生まれてくればいいと思うの

会員

非会員

外部委託

NII
電子図書館 J-STAGE

全国大会
発表申込受付

ユーザ

請求／入金管理

電子図書館

イベント管理

研究会管理

会員管理

マネジメントシステム

論文査読管理システム

Webシステム（SSL）

Mailシステム

コンピュータ博物館

メールフォワード

各種案内

メールニュース

イベント参加／発表
申込受付

会員登録・変更／
研究会
登録申請

IPSJシステム（ハウジング）

事務局

VPNで
通信

職員PC

会計ソフト

テレビ
会議
システム

F/W

PDF
受付システム

役員選挙電子投票

外部委託開発中

NII JST

開発中

会員認証／
プロファイル
システム

図 -1　情報処理学会システム構成図
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だが．
　学会 SNSという試みも一部試験的に実
施しているが，今ひとつ盛り上がらない．
情報処理学会なのにと思いつつ，自分の取
り組み具合から見ると，もう一世代変わら
ないと駄目なのかもしれない．ITの総本山
である情報処理学会が，スマートに IT化
できないところが，なんとも不思議なのだ
が，これが現実かも．

ある日ふと考えた情報処理学会理想
の状況（夢）

　IT技術者（含む研究者）の社会的地位向上．
社会を支えているという責任と自負．非常
に困難で重要な仕事をしているという尊敬
とそれに見合う収入．学生も IT関連学部・
学科に殺到，IT技術者をめざす．IT技術
者は，情報処理学会に入っているものだ．
そして日々研鑽しているはずだ．学会では，
研究会などでさまざまな人と交流し，自分
のアイディアがさらに高められていく．相
互インタラクションにより新しいアイディ
アが生まれてくる．最新の技術動向が手に
入る．やっぱり，学会に参加するといいこ
とあるよねー．学会入ってないと，仕事で
きないのよー．というわけで，そこに情報
処理学会．
　さらに会員が増えてきた．情報処理学会
が情報分野の学会の要として活動しつつ，
学会インフラサービスの提供，さらには自
社ビルによる会議室などのファシリティサ
ービスを提供してはどうだろか．学会のサ
ロンをその中につくることによって，シニ
アな方々に気軽に立ち寄っていただき，若
手の相談窓口をやっていただいてはどうか．
さらに情報教育のボランティア拠点という
のが理想なのだが．

（平成 19年 8月 7日受付） 図 -2　プロファイルシステムのサンプル画面
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